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３回目となる猟友会とのニホンジカ等捕獲協定の締結 利根沼田森林管理署・４

国有林モニター会議を開催 企画調整課 ・・・・４

世界遺産の価値を未来につなげるために 小笠原諸島森林生態系保全センター５

森づくり最前線

吾妻森林管理署 草津森林事務所 地域統括森林官 柳澤 二三雄・・・・６

「『山の日』イベント（南澤国有林）」

（撮影者：福島森林管理署）



列
状
間
伐
は
、
国
有
林
の
利
用
間
伐
に

お
い
て
積
極
的
に
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
列
状
間
伐
と
は
、
植
栽
列
や
斜
面
方
向

等
に
沿
っ
て
列
状
に
伐
倒
す
る
も
の
で
、

選
木
に
要
す
る
時
間
が
省
略
で
き
る
、
伐

採
・
集
材
が
容
易
、
高
性
能
林
業
機
械
を

用
い
た
作
業
シ
ス
テ
ム
が
導
入
で
き
る
、

か
か
り
木
の
発
生
が
少
な
く
安
全
性
が
高

い
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
列
状
間
伐
の

普
及
・
拡
大
を
図
る
た
め
、
地
域
の
行
政

や
林
業
事
業
体
と
連
携
し
た
現
地
検
討
会

を
管
内
各
地
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
７
月
に
会
津
森
林
管
理
署
、

塩
那
森
林
管
理
署
で
、
10
月
に
は
阿
武
隈

川
流
域
活
性
化
協
議
会
と
福
島
森
林
管
理

署
の
共
催
に
よ
る
現
地
検
討
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
茨
城
森
林
管
理
署
で
は
、
林
業

事
業
体
を
交
え
て
二
回
目
の
列
状
間
伐
の

現
地
検
討
会
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
て
の
現
地
検
討
会
を
合
わ
せ
る
と
参

加
者
は
、
県
職
員
30
名
、
市
・
町
職
員
７

名
、
林
業
事
業
体
47
名
、
森
林
管
理
局
署

職
員
約
90
名
に
な
り
ま
す
。

現
地
検
討
会
で
は
、
森
林
管
理
局
・
署

の
職
員
に
よ
る
列
状
間
伐
の
必
要
性
、
低

コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
の
推
進
、
選
木
や

集
材
の
方
法
、
安
全
性
に
つ
い
て
の
説
明
、

国
有
林
の
列
状
間
伐
現
場
で
の
伐
倒
や
集

材
作
業
の
見
学
、
列
状
間
伐
を
実
施
し
て

い
る
請
負
事
業
体
を
交
え
た
意
見
交
換
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

列
状
間
伐
を
実
施
し
た
林
業
事
業
体
か

ら
は
、
「
か
か
り
木
に
な
り
に
く
く
、
作

業
が
ス
ム
ー
ス
に
実
施
で
き
て
い
る
」
、

参
加
者
か
ら
は
、
「
植
栽
列
が
明
確
で
な

い
場
合
の
選
木
方
法
」
、
「
作
業
道
に
対

し
て
列
を
斜
め
に
入
れ
る
場
合
の
留
意
点
」
、

「
生
産
性
は
ど
の
く
ら
い
ア
ッ
プ
す
る
の

か
」
な
ど
の
意
見
、
質
問
が
出
さ
れ
ま
し

た
。現

場
の
視
察
、
意
見
交
換
を
通
じ
て
、

参
加
者
の
列
状
間
伐
に
つ
い
て
の
理
解
が

深
ま
り
、
情
報
の
共
有
が
図
ら
れ
た
と
考

え
て
い
ま
す
。

今
後
も
各
地
で
現
地
検
討
会
等
を
開
催

し
、
列
状
間
伐
の
普
及
・
拡
大
を
図
っ
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

国
有
林
材
の
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム

販
売
の
推
進

人
工
林
が
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
る

中
で
、
森
林
資
源
を
循
環
利
用
し
、
林
業

の
成
長
産
業
化
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
関
東
森
林
管
理
局
で
も
国
有
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「
各
地
で
民
国
連
携
し
た

列
状
間
伐
現
地
検
討
会
を

開
催
」

列状間伐事業地（福島森林管理署）

講義（福島森林管理署）

標準地の設定（塩那森林管理署）

「
森
林
整
備
部

資
源
活
用
課
の
取
組
」

「
林
産
物
の
安
定
供
給



林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る
基
本
計
画
等

を
踏
ま
え
、
新
た
な
木
材
需
要
創
出
や
国

産
材
の
安
定
的
・
効
率
的
な
供
給
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

国
有
林
材
の
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
販
売
（
以
下
「
シ
ス
テ
ム
販
売
」
と
い

う
。
）
は
、
需
要
の
拡
大
が
必
要
な
一
般

材
及
び
低
質
材
の
計
画
的
、
安
定
的
な
供

給
を
通
じ
て
、
地
域
に
お
け
る
安
定
供
給

体
制
の
整
備
や
木
材
の
新
た
な
需
要
拡
大
、

原
木
の
加
工
・
流
通
合
理
化
等
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
販
売
は
、
表
の
と
お
り
実
績

を
伸
ば
し
、
平
成
27
年
度
実
績
で
関
東
森

林
管
理
局
の
製
品
（
丸
太
）
販
売
量
の
約

６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
更
に
、
平
成
28

年
度
に
つ
い
て
は
、
シ
ス
テ
ム
販
売
を
拡

大
し
、
製
品
販
売
数
量
の
７
割
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
量
の
木
質
資
源
を
必
要
と
す

る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
に
対
し
、
間
伐

等
由
来
の
バ
イ
オ
マ
ス
資
材
を
シ
ス
テ
ム

販
売
に
よ
り
安
定
的
に
供
給
し
て
い
ま
す
。

民
有
林
と
連
携
し
た
シ
ス
テ
ム
販
売

の
取
り
組
み

民
有
林
に
お
い
て
施
業
の
集
約
化
に
取

り
組
ん
で
い
る
者
、
国
有
林
と
の
森
林
整

備
協
定
の
締
結
者
及
び
立
木
販
売
の
購
入

者
を
対
象
に
、
国
有
林
と
連
携
し
た
シ
ス

テ
ム
販
売
を
行
う
民
有
林
所
有
者
等
を
広

く
募
集
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
よ
り
実
施
し
、
徐
々
に
民

有
所
有
者
の
参
加
者
も
増
加
し
、
平
成
28

年
度
は
、
４
物
件
、
５
事
業
体
が
民
国
連

携
シ
ス
テ
ム
販
売
の
協
定
対
象
者
に
認
定

さ
れ
国
産
材
の
安
定
供
給
を
実
施
中
で
す
。

平
成
26
年
度
か
ら
、
継
続
し
て
連
携
し

た
出
荷
に
取
り
組
ん
で
い
る
森
林
組
合
等

か
ら
は
、
「
林
地
残
材
に
な
っ
て
い
た
材

の
販
売
」
、
「
新
規
の
取
引
先
」
、
「
大

ロ
ッ
ト
で
の
取
引
価
格
」
等
々
の
メ
リ
ッ

ト
を
実
感
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

し
か
し
、
狭
小
な
作
業
地
で
の
搬
出
の
ケ
ー

ス
も
あ
り
、
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
確
保
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
問
題
も
あ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

引
き
続
き
、
民
国
連
携
し
た
シ
ス
テ
ム

販
売
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
協
定
者
の
要
件
に
つ
い
て
は
、

近
隣
の
森
林
管
理
署
等
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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下越森林管理署管内

（素材生産業者との連携）

群馬森林管理署管内

（鏑川東部森林組合との連携）

チップ化される低質材（システム販売材）


